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陽
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
当
事
業
団
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
日
頃
よ
り
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
が
、
４
月
30
日
で
「
平
成
」
も
終
わ
り
、

新
た
な
元
号
の
も
と
５
月
か
ら
新
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
10

月
か
ら
消
費
増
税
も
予
定
さ
れ
、そ
れ
に
伴
う
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
報
酬
改
定
、
ま
た
、
国
の
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基

づ
く
介
護
人
材
の
新
た
な
処
遇
改
善
の
導
入
、「
働
き
方
改
革
」
に
伴
う

労
働
基
準
法
の
改
正
等
、
そ
の
対
応
が
多
義
に
わ
た
る
大
変
革
の
新
年
度

と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
社
会
福
祉
事
業
を
担
う
根
幹
は
、常
に「
利
用
者
本
位
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を
追
求
し
つ
つ
「
人
材
育
成
」
を
基
本
と
し
た
経
営

基
盤
の
強
化
に
努
め
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ
っ

て
持
続
可
能
な
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
一
躍
を
担
う
社
会
福
祉
の
主
た
る

担
い
手
と
し
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
の
様
々
な
福
祉
課

題
へ
の
積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
当
法
人
も
設
立
47
年
目
を
迎
え
、
沖
縄
県
各
圏
域
で

介
護
施
設
、
障
害
児
・
者
施
設
、
保
育
園
、
生
活
保
護
、
婦
人
保
護
施
設

の
13
施
設
で
50
の
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
改
め
て
経
営
理
念
に
基
づ
き
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
施
設
・
在
宅
利
用
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
安
全
、
安
心
、
快

適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
経
営
改
革
の
視
点
と
意
欲
を
持
ち
、
透

明
性
が
確
保
さ
れ
、
効
率
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
営
に
努
め
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
地
域
と
の
共
生
、
協
働
に
努
め
、

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、
変
化
を
お
そ
れ
ず
、
よ
り
一
層
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
る
よ
う
、「
沖
縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
」
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

①
事
務
局
は
、
施
設
か
ら
の
報
告
を
受
け
法
人

倫
理
委
員
会
を
開
催
し
、
施
設
毎
の
課
題
や

対
応
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
共
に
、
重
要

課
題
に
つ
い
て
は
法
人
全
体
の
課
題
と
し
て

捉
え
改
善
に
取
り
組
む
。

②
個
別
支
援
計
画
の
策
定
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
当
た
る
全
職
員
に
周
知
す
る
た
め
の
学

習
会
等
の
場
を
設
け
、
職
員
は
利
用
者
毎
の

支
援
計
画
を
十
分
理
解
し
業
務
に
就
く
。

③
よ
み
た
ん
救
護
園
及
び
い
し
み
ね
救
護
園
は
、

利
用
者
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
と
共
に
、
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
標
に
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
利
用
促
進
を

図
る
。

④
に
し
の
も
り
保
育
園
は
、
保
護
者
支
援
に
お

い
て
、
連
絡
帳
で
の
伝
達
及
び
送
迎
の
際
や

参
観
、
園
行
事
、
保
護
者
会
等
の
行
事
を
活

用
し
た
支
援
や
保
育
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
を
活
か
し
た
支
援
を
行
う
。

①
事
務
局
は
、『
お
金
の
学
校
』
を
開
講
し
、
貧

困
問
題
及
び
経
済
・
社
会
を
人
間
中
心
に
考

え
る
人
た
ち
の
力
に
な
る
た
め
に
、
講
師
を

全
国
か
ら
招
聘
、
次
世
代
社
会
の
良
き
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
最
高
品
質
の
学
習

機
会
を
実
現
す
る
。

②
各
施
設
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と
す
る
講
演

会
、
研
修
会
の
実
施
等
を
通
じ
て
地
域
住
民

の
福
祉
理
解
を
促
進
し
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む
。

③
都
屋
の
里
は
、
利
用
者
の
使
用
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
と
施
設
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
リ
ス
ク
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
改
善

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
強
化
す
る
。

①
働
き
方
改
革
関
連
法
案
に
沿
っ
て
、
時
間
外

労
働
の
罰
則
付
上
限
規
制
の
導
入
や
割
増
賃

金
引
き
上
げ
、
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
付
与

義
務
な
ど
の
周
知
を
図
り
、
取
組
を
行
う
。

①
出
納
員
の
業
務
改
善
を
図
る
た
め
、
フ
ァ
ー

ム
・
バ
ン
キ
ン
グ
導
入
に
向
け
て
、課
題
抽
出
・

課
題
解
決
・
シ
ス
テ
ム
開
発
業
者
の
調
整
を

担
う
チ
ー
ム
を
立
ち
あ
げ
、
上
半
期
中
に
検

討
を
行
う
。

②
給
与
担
当
の
業
務
効
率
化
に
向
け
て
、
事
務

員
と
管
理
職
の
業
務
を
明
確
化
す
る
た
め
の

事
務
分
掌
の
整
理
を
行
い
、
一
般
職
員
へ
も

服
務
規
律
に
つ
い
て
の
研
修
等
を
行
う
と
同

時
に
、
管
理
職
対
象
の
研
修
を
行
う
。

③
あ
け
ぼ
の
学
園
知
的
障
害
児
者
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
障
害
児
の
定
員
を
減
と
し
、
障
害

者
の
定
員
増
を
図
る
交
渉
を
沖
縄
県
と
実
施

す
る
。

④
各
施
設
は
、
日
頃
か
ら
自
施
設
の
リ
ス
ク
管

理
に
あ
た
る
と
共
に
、
課
題
発
生
し
た
場
合

は
管
理
者
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
対
応
す
る

姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
解
決
に
あ
た
る
。

理
事
長

金
城  

敏
彦

き
ん
じ
ょ
う

と
し 

ひ
こ

新
年
度
挨
拶

平成31年度　資金収支予算書 （単位：千円）

勘　定　科　目

大　　区　　分

法　人　全　体

当年度
予算額
①

前年度
予算額
②

増　減
①－②

事
業
活
動
収
支

施
設
整
備
等
収
支
そ
の
他
の
活
動
収
支

収
入
支
出

収
入
支
出

収
入
支
出

事業活動収入

事業活動支出

施設整備等収入

施設整備等支出

その他の活動収入

その他の活動支出

事業活動資金収支差額

施設整備等資金収支差額

その他の活動資金収支差額

85,467

191,133

△ 105,666

620

66,092

△ 65,472

△ 130,260

△ 528,367

398,107

49,500

177,469

4,310,185

4,176,222

133,963

1,000

63,367

△ 62,367

583,628

857,842

△ 274,214

0

△ 202,618

4,395,652

4,367,355

28,297

1,620

129,459

△ 127,839

453,368

329,475

123,893

49,500

△ 25,149

△ 202,618

△ 25,149

841,055

638,437

638,437

613,288

予　備　費

当期資金収支差額

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

利
用
者
に
対
す
る
姿
勢

1
社
会
に
対
す
る
姿
勢

2

人
材
に
対
す
る
姿
勢

3
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
姿
勢

4

平
成
31
年
度
　沖
縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
事
業
計
画
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社
会
福
祉
法
改
正
前
は
、
施
設
経
営
に
利

用
者
・
家
族
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
施
設

の
家
族
会
代
表
３
名
を
評
議
員
に
選
任
し
て

き
ま
し
た
。法
改
正
後
は
評
議
員
会
の
機
能
・

構
成
に
変
更
が
あ
り
家
族
会
代
表
の
選
任
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
法
人
で
は
利
用
者
・
家

族
の
声
を
聴
取
す
る
仕
組
み
と
し
て
各
施
設

の
家
族
会
長
を
構
成
員
と
す
る
「
運
営
協
議

会
」
を
定
款
に
規
定
し
ま
し
た
。

　
定
款
規
定
後
初
の
「
運
営
協
議
会
」
を
２

月
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

等
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
今
回
が
初
回
の
運
営
協
議
会
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
日
は
全
施
設
の
園
長
の
出
席
も
求

め
、
事
務
局
が
①
運
営
協
議
会
設
置
の
目
的

　
②
法
人
の
概
要(

利
用
者
・
職
員
数
、
決

算
額
、
苦
情
・
要
望
等
、
監
査
受
監
結
果
、

介
護
事
故
等)

を
説
明
し
た
後
、
協
議
会
長

の
選
出
・
各
委
員
か
ら
の
意
見
等
の
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
と
し
て
、①
各
施
設
と
も
新
規

利
用
者
家
族
の
家
族
会
加
入
が
減
少
し
て
い

る
の
で
施
設
も
加
入
に
向
け
た
取
組
を
積
極

的
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
　
②
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
は
優
秀
な
職
員
の
確
保
は
欠
か

せ
な
い
の
で
安
定
雇
用
に
む
け
た
取
組
、
職

員
教
育
の
取
組
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
　

③
決
算
情
報
等
を
各
施
設
単
位
で
公
表
し
て

も
ら
い
た
い
　
④
介
護
事
故
防
止
に
向
け
た

取
組
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
　
⑤
清
潔
面

で
ト
イ
レ
や
寝
具
類
の
管
理
を
強
化
し
て
も

ら
い
た
い
　
⑤
他
施
設
の
家
族
会
の
取
組
は

自
施
設
の
家
族
会
活
動
に
活
か
せ
る
の
で
今

後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
　
⑥

開
催
時
期
は
各
施
設
の
家
族
会
役
員
の
改
選

後
の
６
月
が
適
当
等
の
意
見
が
有
り
、
参
加

し
た
施
設
長
か
ら
現
状
を
報
告
す
る
と
共
に

改
善
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
早
急
に
改

善
の
取
組
を
開
始
す
る
こ
と
を
伝
え
協
議
会

を
終
え
ま
し
た
。

名 護 厚 生 園沖縄県社会福祉事業団  施設紹介

漲
水
学
園
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　
名
護
厚
生
園
は
、
昭
和
44
年
に
「
琉
球
政
府
立
名
護
厚
生

園
」
と
し
て
設
立
、
昭
和
47
年
の
本
土
復
帰
に
伴
い
「
沖
縄

県
立
名
護
厚
生
園
」、
平
成
18
年
に
は
「
社
会
福
祉
法
人
沖

縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
名
護
厚
生
園
」
と
な
り
、
今
年
で
創

立
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
私
共
名
護
厚
生
園
の
園
行
事
で
は
誕
生
会
を
は
じ
め
敬
老

会
・
新
百
歳
・
カ
ジ
マ
ヤ
ー
・
ト
ー
カ
チ
祝
賀
会
、
老
人
会

と
の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
秋
ま
つ
り
を
開
催
し

地
域
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
活
動
で

は
、
利
用
者
の
生
活
に
潤
い
が
持
て
る
よ
う
生
花
・
舞
踊
・

書
道
・
農
作
業
等
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
は
、
利
用
者
本
位
の

サ
ー
ビ
ス
と
安
心
・
安
全
・
快
適
な
生
活
を
継
続
的
に
提
供

す
る
事
が
出
来
る
よ
う
、
利
用
者
満
足
ア
ン
ケ
ー
ト
や
自
己

評
価
・
自
己
点
検
の
実
施
と
職
員
研
修
で
は
倫
理
・
法
令
遵

守
や
介
護
技
術
等
研
修
を
行
い
、
専
門
職
研
修
で
は
県
内
外

へ
派
遣
し
職
員
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
創
立
50
周
年
記
念
と
し
て
「
厚
生
園
秋
ま
つ
り
」

の
内
容
を
更
に
充
実
さ
せ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
是
非
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
私
達
職
員
一
同
、

常
に
自
己
研
鑽
に
励

み
、
地
域
に
根
差
し
た

施
設
で
あ
る
事
を
心
が

け
「
明
る
く
楽
し
く
夢

の
あ
る
施
設
」
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

１．名護厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
２．よみたん救護園（救護施設）
３．都屋の里（障害者支援施設）
４．具志川厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
５．沖縄療育園（医療型障害児入所施設、等）
６．北嶺学園（障害者支援施設、等）
７．いしみね救護園（救護施設）
８．婦人保護施設
９．宮古厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
10．漲水学園（児童養護施設）
11．あけぼの学園（障害者支援施設、等）
12．八重山厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
13．にしのもり保育園

認知
症カ

フェつながる
カフェ 　一言でカフェオープンと言っても飲食専門のカフェとは違い、

物忘れで悩んでいる当事者本人、実際に介護で疲れている方、介
護方法に悩みを持っている方が来店します。オープンにあたりど
の様に対応すればよいか不安でしたが、常々、名護市包括支援セ
ンターの職員とも「認知症カフェ」についての話題が上がり、名
護市包括支援センター協力の基、平成 30 年７月 14 日に「つな
がるカフェ」の名称で名護市内２つ目の「認知症カフェ」として
オープンしました。現在は、名護市内には計４店（４事業所）認
知症カフェがあります。
　手探り状態で運営しまだまだ地域に周知出来ていないのが現状
ですが、今年度は、広報活動を行い内容としても単なる「傾聴 +
アドバイス」だけではなく、専門職によるミニ講話、認知症予防
体操、ＤＶＤ観賞等を取り入れ、認知症のご本人やご家族、地域
住民、認知症に関心のある方、介護従事者など　どなたでも気軽
に「交流を楽しめるカフェ」を目指し地域貢献の一つとして取り
組んでいきながら「ここに来ていろんな話が出来てよかった」と
思えるようなカフェを築きたいと思います。

沖縄県社会福祉事業団は沖縄本島北部から離島まで、全県を網羅する形で、13施設5分野(高齢・障害・児童・救護・婦人保
護)に渡り福祉サービスを展開する法人です。本号ではその中から、沖縄本島北部に位置する名護厚生園を紹介します。

沖縄県社会福祉事業団13施設

・特別養護老人ホーム　　
・養護老人ホーム
・短 期 入 所　TEL 0980-52-3283
　　　　　　　   FAX 0980-51-0654
・訪 問 介 護　TEL 0980-51-1644
　　　　　　　   FAX 0980-51-0434
・居宅介護支援　TEL 0980-51-1632
　　　　　　　   FAX 0980-51-0434

名護厚生園
〒905-0011 名護市宮里5丁目4番29号

宮
里 

淳

名
護
厚
生
園 

園
長

み
や 

ざ
と

じ
ゅ
ん

　
平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）
第
２
回
児
童
養
護
施
設
漲
水
学
園
卒
園
児
童
「
社

会
的
自
立
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　 

当
日
は
、
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ン
ク
ス
宮
古
島
の
協
力
の
下
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

宮
古
圏
域
の
企
業
・
行
政
・
観
光
商
工
会
の
皆
様
が
多
く
参
加
さ
れ
、
多
く
の
企

業
か
ら
商
品
提
供
を
は
じ
め
、
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
地
域
の
「
支
援
の
輪
」
に
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
卒
園
児
童
は
、
こ
の
様
な
「
支
援
の
輪
」
に
感
謝
し
つ
つ
、
小
さ
い
頃
か
ら
の

夢
で
あ
っ
た
看
護
師
を
目
指
し
て
大
学
進
学
を
決
め
た
り
、
就
き
た
い
仕
事
を
自

分
で
見
つ
け
て
作
業
療
法
士
や
保
育
士
を
目
指
し
て
専
門
学
校
の
進
学
を
決
め
た

り
、
就
職
と
大
き
な
目
標
を
掲
げ
各
自
の
夢
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
、

心
強
く
当
園
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　
当
園
と
し
て
も
、
こ
の
様
に
頑
張
っ
て
い
る
卒
園
児
童
が
今
後
も
安
心
し
て
大

学
や
専
門
学
校
等
に
進
学
し
、
安
定
し
た
学
費
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
法
人
組
織

全
体
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
支
援
金
（
寄
付
金
）
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
進
学
時
の
入
学
金
・
教
材
費
・
実

習
費
等
や
生
活
必
需
品（
家

電
製
品
等
）
家
賃
支
援
等

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

職
員
に
よ
る
定
期
的
な
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
訪
問
費
等
の

支
援
に
活
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
に
協
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
多
く
の
企
業
・
個

人
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

告
報
催
開

第 1回運営協議会開催（報告）

ご協力ありがとうございました
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社
会
福
祉
法
改
正
前
は
、
施
設
経
営
に
利

用
者
・
家
族
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
施
設

の
家
族
会
代
表
３
名
を
評
議
員
に
選
任
し
て

き
ま
し
た
。法
改
正
後
は
評
議
員
会
の
機
能
・

構
成
に
変
更
が
あ
り
家
族
会
代
表
の
選
任
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
法
人
で
は
利
用
者
・
家

族
の
声
を
聴
取
す
る
仕
組
み
と
し
て
各
施
設

の
家
族
会
長
を
構
成
員
と
す
る
「
運
営
協
議

会
」
を
定
款
に
規
定
し
ま
し
た
。

　
定
款
規
定
後
初
の
「
運
営
協
議
会
」
を
２

月
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

等
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
今
回
が
初
回
の
運
営
協
議
会
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
日
は
全
施
設
の
園
長
の
出
席
も
求

め
、
事
務
局
が
①
運
営
協
議
会
設
置
の
目
的

　
②
法
人
の
概
要(

利
用
者
・
職
員
数
、
決

算
額
、
苦
情
・
要
望
等
、
監
査
受
監
結
果
、

介
護
事
故
等)

を
説
明
し
た
後
、
協
議
会
長

の
選
出
・
各
委
員
か
ら
の
意
見
等
の
聴
取
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
と
し
て
、①
各
施
設
と
も
新
規

利
用
者
家
族
の
家
族
会
加
入
が
減
少
し
て
い

る
の
で
施
設
も
加
入
に
向
け
た
取
組
を
積
極

的
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
　
②
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
は
優
秀
な
職
員
の
確
保
は
欠
か

せ
な
い
の
で
安
定
雇
用
に
む
け
た
取
組
、
職

員
教
育
の
取
組
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
　

③
決
算
情
報
等
を
各
施
設
単
位
で
公
表
し
て

も
ら
い
た
い
　
④
介
護
事
故
防
止
に
向
け
た

取
組
を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
　
⑤
清
潔
面

で
ト
イ
レ
や
寝
具
類
の
管
理
を
強
化
し
て
も

ら
い
た
い
　
⑤
他
施
設
の
家
族
会
の
取
組
は

自
施
設
の
家
族
会
活
動
に
活
か
せ
る
の
で
今

後
も
継
続
し
て
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
　
⑥

開
催
時
期
は
各
施
設
の
家
族
会
役
員
の
改
選

後
の
６
月
が
適
当
等
の
意
見
が
有
り
、
参
加

し
た
施
設
長
か
ら
現
状
を
報
告
す
る
と
共
に

改
善
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
早
急
に
改

善
の
取
組
を
開
始
す
る
こ
と
を
伝
え
協
議
会

を
終
え
ま
し
た
。

名 護 厚 生 園沖縄県社会福祉事業団  施設紹介

漲
水
学
園
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

　
名
護
厚
生
園
は
、
昭
和
44
年
に
「
琉
球
政
府
立
名
護
厚
生

園
」
と
し
て
設
立
、
昭
和
47
年
の
本
土
復
帰
に
伴
い
「
沖
縄

県
立
名
護
厚
生
園
」、
平
成
18
年
に
は
「
社
会
福
祉
法
人
沖

縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
名
護
厚
生
園
」
と
な
り
、
今
年
で
創

立
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
私
共
名
護
厚
生
園
の
園
行
事
で
は
誕
生
会
を
は
じ
め
敬
老

会
・
新
百
歳
・
カ
ジ
マ
ヤ
ー
・
ト
ー
カ
チ
祝
賀
会
、
老
人
会

と
の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
秋
ま
つ
り
を
開
催
し

地
域
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
活
動
で

は
、
利
用
者
の
生
活
に
潤
い
が
持
て
る
よ
う
生
花
・
舞
踊
・

書
道
・
農
作
業
等
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
は
、
利
用
者
本
位
の

サ
ー
ビ
ス
と
安
心
・
安
全
・
快
適
な
生
活
を
継
続
的
に
提
供

す
る
事
が
出
来
る
よ
う
、
利
用
者
満
足
ア
ン
ケ
ー
ト
や
自
己

評
価
・
自
己
点
検
の
実
施
と
職
員
研
修
で
は
倫
理
・
法
令
遵

守
や
介
護
技
術
等
研
修
を
行
い
、
専
門
職
研
修
で
は
県
内
外

へ
派
遣
し
職
員
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
創
立
50
周
年
記
念
と
し
て
「
厚
生
園
秋
ま
つ
り
」

の
内
容
を
更
に
充
実
さ
せ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。
是
非
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
私
達
職
員
一
同
、

常
に
自
己
研
鑽
に
励

み
、
地
域
に
根
差
し
た

施
設
で
あ
る
事
を
心
が

け
「
明
る
く
楽
し
く
夢

の
あ
る
施
設
」
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。
　

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

１．名護厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
２．よみたん救護園（救護施設）
３．都屋の里（障害者支援施設）
４．具志川厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
５．沖縄療育園（医療型障害児入所施設、等）
６．北嶺学園（障害者支援施設、等）
７．いしみね救護園（救護施設）
８．婦人保護施設
９．宮古厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
10．漲水学園（児童養護施設）
11．あけぼの学園（障害者支援施設、等）
12．八重山厚生園（特別養護・養護老人ホーム、等）
13．にしのもり保育園

認知
症カ

フェつながる
カフェ 　一言でカフェオープンと言っても飲食専門のカフェとは違い、

物忘れで悩んでいる当事者本人、実際に介護で疲れている方、介
護方法に悩みを持っている方が来店します。オープンにあたりど
の様に対応すればよいか不安でしたが、常々、名護市包括支援セ
ンターの職員とも「認知症カフェ」についての話題が上がり、名
護市包括支援センター協力の基、平成 30 年７月 14 日に「つな
がるカフェ」の名称で名護市内２つ目の「認知症カフェ」として
オープンしました。現在は、名護市内には計４店（４事業所）認
知症カフェがあります。
　手探り状態で運営しまだまだ地域に周知出来ていないのが現状
ですが、今年度は、広報活動を行い内容としても単なる「傾聴 +
アドバイス」だけではなく、専門職によるミニ講話、認知症予防
体操、ＤＶＤ観賞等を取り入れ、認知症のご本人やご家族、地域
住民、認知症に関心のある方、介護従事者など　どなたでも気軽
に「交流を楽しめるカフェ」を目指し地域貢献の一つとして取り
組んでいきながら「ここに来ていろんな話が出来てよかった」と
思えるようなカフェを築きたいと思います。

沖縄県社会福祉事業団は沖縄本島北部から離島まで、全県を網羅する形で、13施設5分野(高齢・障害・児童・救護・婦人保
護)に渡り福祉サービスを展開する法人です。本号ではその中から、沖縄本島北部に位置する名護厚生園を紹介します。
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・訪 問 介 護　TEL 0980-51-1644
　　　　　　　   FAX 0980-51-0434
・居宅介護支援　TEL 0980-51-1632
　　　　　　　   FAX 0980-51-0434

名護厚生園
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会
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支
援
チ
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ル
フ
大
会
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開
催
し
ま
し
た
。

　 

当
日
は
、
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ン
ク
ス
宮
古
島
の
協
力
の
下
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

宮
古
圏
域
の
企
業
・
行
政
・
観
光
商
工
会
の
皆
様
が
多
く
参
加
さ
れ
、
多
く
の
企

業
か
ら
商
品
提
供
を
は
じ
め
、
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
地
域
の
「
支
援
の
輪
」
に
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
卒
園
児
童
は
、
こ
の
様
な
「
支
援
の
輪
」
に
感
謝
し
つ
つ
、
小
さ
い
頃
か
ら
の

夢
で
あ
っ
た
看
護
師
を
目
指
し
て
大
学
進
学
を
決
め
た
り
、
就
き
た
い
仕
事
を
自

分
で
見
つ
け
て
作
業
療
法
士
や
保
育
士
を
目
指
し
て
専
門
学
校
の
進
学
を
決
め
た

り
、
就
職
と
大
き
な
目
標
を
掲
げ
各
自
の
夢
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
、

心
強
く
当
園
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　
当
園
と
し
て
も
、
こ
の
様
に
頑
張
っ
て
い
る
卒
園
児
童
が
今
後
も
安
心
し
て
大

学
や
専
門
学
校
等
に
進
学
し
、
安
定
し
た
学
費
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
法
人
組
織

全
体
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
支
援
金
（
寄
付
金
）
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
進
学
時
の
入
学
金
・
教
材
費
・
実

習
費
等
や
生
活
必
需
品（
家

電
製
品
等
）
家
賃
支
援
等

に
活
用
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る
と
と
も
に
、

職
員
に
よ
る
定
期
的
な
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
訪
問
費
等
の

支
援
に
活
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
に
協
力
し
て
下
さ
い

ま
し
た
多
く
の
企
業
・
個

人
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

告
報
催
開

第 1回運営協議会開催（報告）

ご協力ありがとうございました
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発
表
を
終
え
て

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

名
護
厚
生
園
管
理
栄
養
士

屋
比
久 

道
子

や

　
　び

　
　く

み
ち

　こ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

下
地 

龍
一
郎

し
も

　じ

り
ゅ
う 

い
ち 

ろ
う

沖
縄
大
学
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授

ト
リ
ニ
テ
ィ
株
式
会
社
社
長

樋
口
耕
太
郎

ひ

　ぐ
ち

こ
う 

　た

　 ろ
う

利
用
者
が
地
域
で

 

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

食
形
態
と
調
理
の
工
夫

実践活動発表会

　
今
年
度
も
「
日
頃
の
利
用
者
支
援
や
運
営

管
理
等
に
つ
い
て
の
実
践
の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
で
各
施
設
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
職
員
の
創
意
工
夫
力
を
高
め

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
31
年
２
月
１
日

（
金
）
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
結
の
街
・

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
沖
縄
県
社
会
福
祉
事

業
団
実
践
活
動
発
表
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

【
発
表
内
容
】

★
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
　
沖
縄
療
育
園

　「
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
外
出
支
援

の
あ
り
方
」

★
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の

　「
利
用
者
が
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら

す
た
め
に
」

★
介
護
老
人
福
祉
施
設
　
名
護
厚
生
園

　「
食
形
態
と
調
理
の
工
夫
〜
利
用
者
本
位

の
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
〜
」

★
介
護
老
人
福
祉
施
設
　
宮
古
厚
生
園

　「
み
ん
な
で
繋
が
る
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
』」

　
特
別
講
演
に
竹
沢
昌
子
氏（
社
会
福
祉
士
、

琉
球
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
　
社
会
福

祉
学
科
専
任
教
員
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ト
レ
ー
ナ
ー
）
を
お
迎
え
し
、「
支
援
者
の

た
め
の
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」の
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
も
、
相
手
も
、
尊
重
し
た
主
張
を
お
こ

な
う
た
め
に
、
職
場
内
で
お
こ
る
様
々
な
人

間
関
係
を
例
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ

イ
ン
ト
を
ご
教
授
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
参

加
者
か
ら
は
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
振
り
返

り
や
、
明
日
か
ら
実
践
で
き
る
新
た
な
発
見

に
つ
な
が
っ
た
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
高
齢
者
は
免
疫
力
や
身
体
機
能
の
低
下
に

よ
り
食
事
摂
取
量
や
水
分
摂
取
量
が
減
り
、

低
栄
養
や
脱
水
と
い
っ
た
状
態
に
陥
り
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
多
職
種
間
で

利
用
者
の
状
態
を
観
察
し
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
食
事
形
態

や
調
理
の
工
夫
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
当

園
で
は
、
３
月
か
ら
新
た
な
給
食
体
制
が
導

入
さ
れ
、
法
人
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
事

に
多
職
種
は
勿
論
の
事
、
ご
家
族
の
皆
様
、

地
域
の
皆
に
も
関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
適
切

な
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
是
非
一
緒
に

考
え
て
頂
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
法
人
の
理
念
で
あ
る
「
利
用
者
本

位
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
」¬
経
営
基
盤

の
強
化
」¬
地
域
に
貢

献
し
人
々
に
信
頼
さ

れ
愛
さ
れ
る
施
設
」

の
実
現
を
目
指
し
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　
今
回
、
初
め
て
実
践
活
動
発
表
会
で
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
利
用
者
が
地
域
で
そ
の

人
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
利
用
者
が
、
開
所
当
初
か

ら
現
在
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活

を
通
し
て
、
地
域
の
中
で
自
主
的
に
考
え
、

行
動
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
が
報
告
で

き
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
発
表
後
の
質
疑

応
答
で
も
い
く
つ
か
の
質
問
が
あ
り
、
他
施

設
職
員
も
関
心
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
今
回
の

発
表
の
内
容

を
再
確
認
し

な
が
ら
、
今

後
も
、
利
用

者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う

に
支
援
に
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〜
利
用
者
本
位
の

　
　食
事
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
〜

命
を
学
ぶ

事
務
局

主
幹
兼
企
画
課
長

野

　田

　里

　子

（
昇
任
　企
画
課
長
）

総
務
課
長

西

　表

　敏

　克

（
定
年
後
再
雇
用
契
約
）

沖
縄
療
育
園

主
幹
兼
看
護
課
長

富
名
腰

　
　
　望

（
沖
縄
療
育
園
看
護
師
・
主
任
）

管
理
課
長

又

　吉

　雄

　洋

（
事
務
局
総
務
課
　事
務
員
）

漲
水
学
園

管
理
課
長

宇

　座

　正

　市

（
昇
任
　漲
水
学
園
　児
童
指
導
員
）

あ
け
ぼ
の
学
園

管
理
課
長

川

　根

　直

　美

（
宮
古
厚
生
園
　生
活
支
援
課
長
）

北
嶺
学
園

管
理
課
長

与

　儀

　文

　博

（
漲
水
学
園
　管
理
課
長
）

都
屋
の
里

園
　
　
長

花

　城

　裕

　康

（
具
志
川
厚
生
園
　管
理
課
長
）

管
理
課
長

宮

　城

　
　
　尚

（
都
屋
の
里
　サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
）

よ
み
た
ん
救
護
園

管
理
課
長

宮

　里

　美
奈
子

（
具
志
川
厚
生
園
　介
護
課
長
）

い
し
み
ね
救
護
園

管
理
課
長

中

　村

　亜
由
美

（
都
屋
の
里
　管
理
課
長
）

う
る
ま
婦
人
寮

寮
　
　
長

吉

　川

　浩

　由

（
新
規
）

具
志
川
厚
生
園

園
長

知

　花

　
　
　進

（
事
務
局
　経
営
対
策
監
）

管
理
課
長

中

　本

　信

　次

（
沖
縄
療
育
園
　管
理
課
長
）

介
護
課
長

上

　里

　育

　子

（
い
し
み
ね
救
護
園
　管
理
課
長
）

宮
古
厚
生
園

介
護
課
長

砂

　川

　正

　司

（
あ
け
ぼ
の
学
園
　児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
）

管
理
課
長

濱

　川

　誠
士
郎

（
宮
古
厚
生
園
　事
務
員
）

八
重
山
厚
生
園

園
長

上

　地

　啓

　一

（
新
規
）

副
園
長
兼
生
活
支
援
課
長

仲

　里

　光

　江

（
定
年
後
再
雇
用
契
約
）

に
し
の
も
り
保
育
園

主
任
保
育
士

仲

　盛

　久

　美

（
新
採
用
　正
規
枠
契
約
主
任
保
育
士
）

平
成
31
年
度
人
事
異
動

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み

『
命
の
学
校
〜
介
護
・
福
祉
・
医
療
の
現
場
か
ら
、
命
を
学
ぶ
』

講師、開講内容について詳しくは https://www.okinawa-j.jp/topics/4894　をご検索ください。講師紹介
金　城　敏　彦　（沖縄県社会福祉事業団理事長）  介護一筋35年、現場たたき上げ理事長
樋　口　耕太郎　（トリニティ社長　沖縄大学准教授）　ウェブやTVで100万人が注目・事業再生家・学者・教育者
村　瀬　孝　生　（宅老所よりあい代表）　高齢者と地域をつなぐ、心優しき経営者
高　山　義　浩　（中部病院医師・地域ケア科医長）　日本の将来を描く、地域医療のプロフェッショナル
徳　永　　　進　（野の花診療所院長）　現場で35年、終末期医療の日本の草分け・若月賞受賞医師
藤　田　次　郎　（琉球大学医学部付属病院長） 国立琉球大学病院を情熱的に再生
加　藤　忠　相　（あおいけあ代表）　NHKプロフェッショナル出演・映画「ケアニン」モデル
奥　野　修　司　（ノンフィクション作家）　生と死と看取りを15年取材・大宅賞受賞作家
武　元　康　明　（半蔵門パートナーズ代表）　医療業界の№１ヘッドハンター
金　城　隆　展　（学術博士・臨床倫理士）　医療倫理のプロフェッショナル
名嘉地　めぐみ　（医学博士・琉球大学医学部）　人と人をつなぐ、医療教育に情熱を燃やす太陽医師
小　山　珠　美　（看護師・口から食べる幸せを守る会会長）　NHKプロフェッショナル出演・嚥下のカリスマ看護師

　
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
「
命

の
学
校
」（
学
長
　
樋
口
耕
太
郎
氏
）
は
、

平
成
30
年
９
月
〜
平
成
31
年
３
月
隔
週
土

曜
日
の
19
時
〜
22
時
、
沖
縄
大
学
を
会
場
に
、

全
国
か
ら
日
々
命
と
向
き
合
っ
て
い
る
一

流
の
講
師
を
お
招
き
し
、
講
師
が
一
番
伝

え
た
い
こ
と
を
お
話
し
し
て
も
ら
う
ス
タ

イ
ル
で
開
講
し
ま
し
た
。
受
講
の
要
件
は

設
け
ず
、
こ
の
講
義
に
関
心
が
あ
る
方
々

（
小
学
生
、
主
婦
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
方
々
、
約
１
０
０
名
）
が
受
講
し
、
受

講
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
講
師
の
話
を

受
け
取
り
、
感
じ
、
考
え
る
場
と
な
り
ま

し
た
。

　
日
本
が
高
度
経
済
成
長
を
ひ
た
走
っ
て

い
た
１
９
７
３
年
、
井
上
陽
水
の
「
夢
の

中
へ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。「
探
し
物
は
な

ん
で
す
か
？
」
と
い
う
印
象
的
な
問
い
か

け
が
、
広
く
日
本
人
の
心
を
と
ら
え
た
。

　
急
ぎ
の
用
事
で
、
す
ぐ
に
出
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
車
の
鍵
が
見
つ
か

ら
な
い…

、
探
し
物
が
見
つ
か
ら
な
い
と

き
の
苛
立
ち
は
、
誰
も
が
経
験
し
て
い
る
。

し
か
し
、
も
っ
と
深
い
葛
藤
は
、
そ
も
そ
も
、

人
生
に
お
い
て
、
自
分
が
何
を
探
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
漠
然
と
し

た
感
覚
に
苛
ま
さ
れ
る
と
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　…

実
際
私
た
ち
の
人
生
は
、
い
っ
た
い

何
を
探
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
、自
分
に
ム
チ
打
ち
、人
を
傷
つ
け
、散
々

時
間
と
労
力
と
費
用
を
か
け
て
、
何
か
を

探
し
続
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
探
し

て
い
る
も
の
が
何
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、

そ
れ
が
見
つ
か
る
わ
け
が
な
い
。

　『
命
の
学
校
』
は
、
私
た
ち
の
人
生
の
探

し
物
は
何
か
を
探
し
に
行
く
学
校
だ
っ
た

と
思
う
。
各
分
野
の
一
流
講
師
の
人
生
に

直
接
触
れ
、
彼
ら
の
覚
悟
や
傷
に
共
感
し

自
分
の
人
生
に
向
き
合
う
。
そ
ん
な
プ
ロ

セ
ス
が
、
自
分
の
探
し
物
に
気
づ
く
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
こ
の
探
し
物
を
、
他
の
人
が
手
伝
う
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
ミ
ソ
で
、
こ

れ
は
、
結
局
私
た
ち
一
人
一
人
の
仕
事
な

の
だ
。臨
済
宗
に「
逢
仏
殺
仏
」と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
自
分
が
仏
だ
と
名
乗
る
人
は
、

き
っ
と
偽
物
に
違
い
な
い
か
ら
、そ
の
人
を

権
威
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
心
の

中
の
真
実
を
問
い
な
さ
い
、と
い
う
意
味
だ
。

　『
命
の
学
校
』
で
の
問
い
か
け
も
、
こ
れ

に
重
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
講
師

の
先
生
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
温
か
い
中

に
も
あ
る
種
の
鋭
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
の
人
生
を
歩
む

た
め
に
、
権
威
に
頼
る
な
、
安
易
な
思
想

に
自
分
を
委
ね
る
な
、
と
暗
に
励
ま
し
て

く
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ド
グ
マ
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
思
考
法
を
見

直
し
、
自
分
の
人
生
に
、
何
が
本
当
に
役

に
立
つ
の
か
、
自
分
で
選
び
な
さ
い
、
と
。

実践活動発表会
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発
表
を
終
え
て

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

名
護
厚
生
園
管
理
栄
養
士

屋
比
久 

道
子

や

　
　び

　
　く

み
ち

　こ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

下
地 

龍
一
郎

し
も

　じ

り
ゅ
う 

い
ち 

ろ
う

沖
縄
大
学
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授

ト
リ
ニ
テ
ィ
株
式
会
社
社
長

樋
口
耕
太
郎

ひ

　ぐ
ち

こ
う 

　た

　 ろ
う

利
用
者
が
地
域
で

 

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

食
形
態
と
調
理
の
工
夫

実践活動発表会

　
今
年
度
も
「
日
頃
の
利
用
者
支
援
や
運
営

管
理
等
に
つ
い
て
の
実
践
の
成
果
を
発
表
す

る
こ
と
で
各
施
設
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
職
員
の
創
意
工
夫
力
を
高
め

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
31
年
２
月
１
日

（
金
）
浦
添
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
結
の
街
・

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
沖
縄
県
社
会
福
祉
事

業
団
実
践
活
動
発
表
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

【
発
表
内
容
】

★
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
　
沖
縄
療
育
園

　「
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
外
出
支
援

の
あ
り
方
」

★
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の

　「
利
用
者
が
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら

す
た
め
に
」

★
介
護
老
人
福
祉
施
設
　
名
護
厚
生
園

　「
食
形
態
と
調
理
の
工
夫
〜
利
用
者
本
位

の
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
〜
」

★
介
護
老
人
福
祉
施
設
　
宮
古
厚
生
園

　「
み
ん
な
で
繋
が
る
『
Ｉ
Ｃ
Ｔ
』」

　
特
別
講
演
に
竹
沢
昌
子
氏（
社
会
福
祉
士
、

琉
球
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
　
社
会
福

祉
学
科
専
任
教
員
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ト
レ
ー
ナ
ー
）
を
お
迎
え
し
、「
支
援
者
の

た
め
の
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」の
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
も
、
相
手
も
、
尊
重
し
た
主
張
を
お
こ

な
う
た
め
に
、
職
場
内
で
お
こ
る
様
々
な
人

間
関
係
を
例
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ

イ
ン
ト
を
ご
教
授
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
参

加
者
か
ら
は
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
振
り
返

り
や
、
明
日
か
ら
実
践
で
き
る
新
た
な
発
見

に
つ
な
が
っ
た
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
高
齢
者
は
免
疫
力
や
身
体
機
能
の
低
下
に

よ
り
食
事
摂
取
量
や
水
分
摂
取
量
が
減
り
、

低
栄
養
や
脱
水
と
い
っ
た
状
態
に
陥
り
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
私
達
は
多
職
種
間
で

利
用
者
の
状
態
を
観
察
し
、
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
食
事
形
態

や
調
理
の
工
夫
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
当

園
で
は
、
３
月
か
ら
新
た
な
給
食
体
制
が
導

入
さ
れ
、
法
人
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
事

に
多
職
種
は
勿
論
の
事
、
ご
家
族
の
皆
様
、

地
域
の
皆
に
も
関
心
を
持
っ
て
頂
き
、
適
切

な
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
是
非
一
緒
に

考
え
て
頂
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
法
人
の
理
念
で
あ
る
「
利
用
者
本

位
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
」¬
経
営
基
盤

の
強
化
」¬
地
域
に
貢

献
し
人
々
に
信
頼
さ

れ
愛
さ
れ
る
施
設
」

の
実
現
を
目
指
し
こ

れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　
今
回
、
初
め
て
実
践
活
動
発
表
会
で
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
利
用
者
が
地
域
で
そ
の

人
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
利
用
者
が
、
開
所
当
初
か

ら
現
在
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活

を
通
し
て
、
地
域
の
中
で
自
主
的
に
考
え
、

行
動
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
が
報
告
で

き
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
発
表
後
の
質
疑

応
答
で
も
い
く
つ
か
の
質
問
が
あ
り
、
他
施

設
職
員
も
関
心
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
今
回
の

発
表
の
内
容

を
再
確
認
し

な
が
ら
、
今

後
も
、
利
用

者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う

に
支
援
に
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〜
利
用
者
本
位
の

　
　食
事
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
〜

命
を
学
ぶ

事
務
局

主
幹
兼
企
画
課
長

野

　田

　里

　子

（
昇
任
　企
画
課
長
）

総
務
課
長

西

　表

　敏

　克

（
定
年
後
再
雇
用
契
約
）

沖
縄
療
育
園

主
幹
兼
看
護
課
長

富
名
腰

　
　
　望

（
沖
縄
療
育
園
看
護
師
・
主
任
）

管
理
課
長

又

　吉

　雄

　洋

（
事
務
局
総
務
課
　事
務
員
）

漲
水
学
園

管
理
課
長

宇

　座

　正

　市

（
昇
任
　漲
水
学
園
　児
童
指
導
員
）

あ
け
ぼ
の
学
園

管
理
課
長

川

　根

　直

　美

（
宮
古
厚
生
園
　生
活
支
援
課
長
）

北
嶺
学
園

管
理
課
長

与

　儀

　文

　博

（
漲
水
学
園
　管
理
課
長
）

都
屋
の
里

園
　
　
長

花

　城

　裕

　康

（
具
志
川
厚
生
園
　管
理
課
長
）

管
理
課
長

宮

　城

　
　
　尚

（
都
屋
の
里
　サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
）

よ
み
た
ん
救
護
園

管
理
課
長

宮

　里

　美
奈
子

（
具
志
川
厚
生
園
　介
護
課
長
）

い
し
み
ね
救
護
園

管
理
課
長

中

　村

　亜
由
美

（
都
屋
の
里
　管
理
課
長
）

う
る
ま
婦
人
寮

寮
　
　
長

吉

　川

　浩

　由

（
新
規
）

具
志
川
厚
生
園

園
長

知

　花

　
　
　進

（
事
務
局
　経
営
対
策
監
）

管
理
課
長

中

　本

　信

　次

（
沖
縄
療
育
園
　管
理
課
長
）

介
護
課
長

上

　里

　育

　子

（
い
し
み
ね
救
護
園
　管
理
課
長
）

宮
古
厚
生
園

介
護
課
長

砂

　川

　正

　司

（
あ
け
ぼ
の
学
園
　児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
）

管
理
課
長

濱

　川

　誠
士
郎

（
宮
古
厚
生
園
　事
務
員
）

八
重
山
厚
生
園

園
長

上

　地

　啓

　一

（
新
規
）

副
園
長
兼
生
活
支
援
課
長

仲

　里

　光

　江

（
定
年
後
再
雇
用
契
約
）

に
し
の
も
り
保
育
園

主
任
保
育
士

仲

　盛

　久

　美

（
新
採
用
　正
規
枠
契
約
主
任
保
育
士
）

平
成
31
年
度
人
事
異
動

地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み

『
命
の
学
校
〜
介
護
・
福
祉
・
医
療
の
現
場
か
ら
、
命
を
学
ぶ
』

講師、開講内容について詳しくは https://www.okinawa-j.jp/topics/4894　をご検索ください。講師紹介
金　城　敏　彦　（沖縄県社会福祉事業団理事長）  介護一筋35年、現場たたき上げ理事長
樋　口　耕太郎　（トリニティ社長　沖縄大学准教授）　ウェブやTVで100万人が注目・事業再生家・学者・教育者
村　瀬　孝　生　（宅老所よりあい代表）　高齢者と地域をつなぐ、心優しき経営者
高　山　義　浩　（中部病院医師・地域ケア科医長）　日本の将来を描く、地域医療のプロフェッショナル
徳　永　　　進　（野の花診療所院長）　現場で35年、終末期医療の日本の草分け・若月賞受賞医師
藤　田　次　郎　（琉球大学医学部付属病院長） 国立琉球大学病院を情熱的に再生
加　藤　忠　相　（あおいけあ代表）　NHKプロフェッショナル出演・映画「ケアニン」モデル
奥　野　修　司　（ノンフィクション作家）　生と死と看取りを15年取材・大宅賞受賞作家
武　元　康　明　（半蔵門パートナーズ代表）　医療業界の№１ヘッドハンター
金　城　隆　展　（学術博士・臨床倫理士）　医療倫理のプロフェッショナル
名嘉地　めぐみ　（医学博士・琉球大学医学部）　人と人をつなぐ、医療教育に情熱を燃やす太陽医師
小　山　珠　美　（看護師・口から食べる幸せを守る会会長）　NHKプロフェッショナル出演・嚥下のカリスマ看護師

　
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
「
命

の
学
校
」（
学
長
　
樋
口
耕
太
郎
氏
）
は
、

平
成
30
年
９
月
〜
平
成
31
年
３
月
隔
週
土

曜
日
の
19
時
〜
22
時
、
沖
縄
大
学
を
会
場
に
、

全
国
か
ら
日
々
命
と
向
き
合
っ
て
い
る
一

流
の
講
師
を
お
招
き
し
、
講
師
が
一
番
伝

え
た
い
こ
と
を
お
話
し
し
て
も
ら
う
ス
タ

イ
ル
で
開
講
し
ま
し
た
。
受
講
の
要
件
は

設
け
ず
、
こ
の
講
義
に
関
心
が
あ
る
方
々

（
小
学
生
、
主
婦
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す

る
方
々
、
約
１
０
０
名
）
が
受
講
し
、
受

講
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
講
師
の
話
を

受
け
取
り
、
感
じ
、
考
え
る
場
と
な
り
ま

し
た
。

　
日
本
が
高
度
経
済
成
長
を
ひ
た
走
っ
て

い
た
１
９
７
３
年
、
井
上
陽
水
の
「
夢
の

中
へ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。「
探
し
物
は
な

ん
で
す
か
？
」
と
い
う
印
象
的
な
問
い
か

け
が
、
広
く
日
本
人
の
心
を
と
ら
え
た
。

　
急
ぎ
の
用
事
で
、
す
ぐ
に
出
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
車
の
鍵
が
見
つ
か

ら
な
い…

、
探
し
物
が
見
つ
か
ら
な
い
と

き
の
苛
立
ち
は
、
誰
も
が
経
験
し
て
い
る
。

し
か
し
、
も
っ
と
深
い
葛
藤
は
、
そ
も
そ
も
、

人
生
に
お
い
て
、
自
分
が
何
を
探
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
漠
然
と
し

た
感
覚
に
苛
ま
さ
れ
る
と
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　…

実
際
私
た
ち
の
人
生
は
、
い
っ
た
い

何
を
探
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
、自
分
に
ム
チ
打
ち
、人
を
傷
つ
け
、散
々

時
間
と
労
力
と
費
用
を
か
け
て
、
何
か
を

探
し
続
け
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
探
し

て
い
る
も
の
が
何
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、

そ
れ
が
見
つ
か
る
わ
け
が
な
い
。

　『
命
の
学
校
』
は
、
私
た
ち
の
人
生
の
探

し
物
は
何
か
を
探
し
に
行
く
学
校
だ
っ
た

と
思
う
。
各
分
野
の
一
流
講
師
の
人
生
に

直
接
触
れ
、
彼
ら
の
覚
悟
や
傷
に
共
感
し

自
分
の
人
生
に
向
き
合
う
。
そ
ん
な
プ
ロ

セ
ス
が
、
自
分
の
探
し
物
に
気
づ
く
き
っ

か
け
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
こ
の
探
し
物
を
、
他
の
人
が
手
伝
う
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
ミ
ソ
で
、
こ

れ
は
、
結
局
私
た
ち
一
人
一
人
の
仕
事
な

の
だ
。臨
済
宗
に「
逢
仏
殺
仏
」と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
自
分
が
仏
だ
と
名
乗
る
人
は
、

き
っ
と
偽
物
に
違
い
な
い
か
ら
、そ
の
人
を

権
威
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
心
の

中
の
真
実
を
問
い
な
さ
い
、と
い
う
意
味
だ
。

　『
命
の
学
校
』
で
の
問
い
か
け
も
、
こ
れ

に
重
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
講
師

の
先
生
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
温
か
い
中

に
も
あ
る
種
の
鋭
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
の
人
生
を
歩
む

た
め
に
、
権
威
に
頼
る
な
、
安
易
な
思
想

に
自
分
を
委
ね
る
な
、
と
暗
に
励
ま
し
て

く
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ド
グ
マ
に
頼
ら
ず
、
自
分
の
思
考
法
を
見

直
し
、
自
分
の
人
生
に
、
何
が
本
当
に
役

に
立
つ
の
か
、
自
分
で
選
び
な
さ
い
、
と
。

実 践 活 動 発 表 会
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事
務
員

島
仲 

邦
康

し
ま  

な
か

く
に  

や
す

第79号 2019年4月2019年4月 第79号

命 の 学 校 ス ケ ジ ュ ー ル

　
昭
和
57
年
12
月
に
事
業
団
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
た
沖
縄
療
育
園
を
皮

切
り
に
、
現
職
場
婦
人
寮
で
36
年
間

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
で
は
、
上
司
や
諸
先

輩
方
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
同

僚
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
多
く
の
利
用

者
と
関
わ
り
な
が
ら
、
無
事
定
年
退

職
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
事
業
団
の
更
な
る
ご
発
展

と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

婦
人
保
護
施
設

管
理
栄
養
士

大
城 

圭
子

お
お 

し
ろ

け
い

　こ

　
昭
和
57
年
に
沖
縄
県
社
会
福
祉
事

業
団
へ
採
用
さ
れ
、
具
志
川
厚
生
園

を
最
後
に
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
「
お
い

し
か
っ
た
」「
あ
り
が
と
う
」の
声
と
、

各
職
場
で
上
司
、
諸
先
輩
や
同
僚
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
定
年
退
職
を
迎

え
る
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
沖
縄
県
社
会
福
祉

事
業
団
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
皆
様

の
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

具
志
川
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

管
理
課
長

砂
川 

広
美

す
な 

か
わ

ひ
ろ

　み

　
事
業
団
在
職
36
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
思
え
ば
長
い
よ
う
な
年

月
で
す
が
、
昭
和
57
年
12
月
採
用
に

な
り
、
あ
け
ぼ
の
学
園
・
宮
古
厚
生

園
・
漲
水
学
園
と
各
施
設
で
有
意
義

な
利
用
者
と
の
交
流
や
職
務
を
務
め

さ
せ
て
頂
き
、
感
慨
深
い
思
い
で
一

杯
で
す
。
何
の
取
り
得
も
な
い
私
が

定
年
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の
も
、
上

司
や
同
僚
に
支
え
ら
れ
、
心
か
ら
感

謝
の
思
い
は
尽
き
ま
せ
ん
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
の
時
代
、

今
後
の
事
業
団
の
益
々
の
ご
健
闘
を

お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

管
理
課
長

名
嘉 

克
文

な

　
　か

か
つ  

ふ
み

　
昭
和
58
年
３
月
に
大
学
を
卒
業
し

て
帰
沖
し
、
し
ば
ら
く
は
ア
ル
バ
イ

ト
で
も
し
な
が
ら
仕
事
を
探
そ
う
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
事
業
団
職
員
採

用
の
新
聞
を
見
て
応
募
し
運
良
く
採

用
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
早
36
年
余
の
年
月
が
過

ぎ
、
こ
の
度
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
事
業
団
が
沖
縄
の
福

祉
を
担
う
存
在
で
あ
る
よ
う
祈
念
し
、

御
礼
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
み
た
ん
救
護
園

救
護
施
設

生
活
相
談
員

奥
平 

久
乃

お
く
だ
い
ら

ひ
さ

　の

　
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
た
事
に
つ
い

て
、
共
に
勤
務
し
た
皆
様
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
61
年
９
月
に
漲
水
学
園
に
就

職
し
、
あ
け
ぼ
の
学
園
に
就
職
し
、

あ
け
ぼ
の
学
園
で
６
年
間
勤
務
し
た

以
外
は
、
児
童
に
関
わ
り
勤
務
し
て

き
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
再
雇
用
と

し
て
ま
た
同
じ
業
務
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
一
つ
の
節
目
を
越
え
て
、
新

た
な
境
地
を
感
じ
て
い
ま
す
。

漲
水
学
園

児
童
養
護
施
設

看
護
師

荷
川
取 

悦
子

に 

　 か

　 ど
り

え
つ

　こ

　
29
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
社
会
福
祉

事
業
団
を
定
年
退
職
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。沖
縄
療
育
園
を
ス
タ
ー
ト
に
、

北
嶺
学
園
・
宮
古
厚
生
園
、そ
し
て
あ
け

ぼ
の
学
園
で
の
卒
業
と
な
り
ま
す
。看

護
業
務
に
従
事
す
る
に
あ
た
り
、命
の

尊
さ
を
改
め
て
実
感
し
、利
用
者
の
笑

顔
に
癒
さ
れ
な
が
ら
寄
り
添
う
看
護
が

で
き
た
こ
と
は
、多
く
の
方
々
の
ご
指

導
、ご
支
援
の
お
か
げ
だ
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。施
設
に
求
め
ら
れ

る
社
会
の
目
も
厳
し
い
状
況
の
中
、事

業
団
が
末
永
く
存
続
し
発
展
す
る
事
と
、

利
用
者
・
職
員
の
皆
様
の
幸
せ
と
ご
健

康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

副
園
長

仲
里 

光
江

な
か 

ざ
と

み
つ   

え

　
昭
和
59
年
か
ら
介
護
の
仕
事
に
携

わ
り
、今
年
で
34
年
。平
成
５
年
に
事

業
団
に
採
用
さ
れ
八
重
山
厚
生
園
で

の
勤
務
は
26
年
、利
用
者
の
笑
顔
や
、

家
族
の
協
力
、上
司
や
同
僚
な
ど
に

支
え
ら
れ
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
事
、

介
護
職
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、介
護
主
任
、

居
宅
ケ
ア
マ
ネ
、支
援
課
長
、副
園
長

と
本
当
に
す
ば
ら
し
い
環
境
を
与
え

て
も
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　
再
雇
用
と
い
う
形
で
こ
れ
か
ら
も

自
分
の
活
か
せ
る
力
を
発
揮
し
、少

し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
残
さ
れ
た
時
間
を
大
切
に
、頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
重
山
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

管
理
栄
養
士

奥
濱 

智
子

お
く  

は
ま

と
も   

こ

　
宮
古
厚
生
園
に
採
用
と
な
り
、

老
人
施
設
で
は
ソ
フ
ト
食
作
り
や

口
腔
機
能
の
勉
強
が
で
き
た
事
は

と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
最
後
の

２
年
間
障
害
者
施
設
で
は
、
行
事

食
の
大
切
さ
も
職
員
の
皆
様
に
教

え
て
頂
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
か
ら
給
食
の
在
り
方

も
献
立
ご
と
会
社
委
託
に
な
り
、

大
き
な
節
目
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
給
食
部
門
も
更
に
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
13
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

介
護
員

奥
松 

輝
子

お
く  

ま
つ

て
る

　 こ

　平
成
16
年
１
月
１
日
よ
り
沖
縄
療

育
園
に
て
働
き
始
め
介
護
技
術
を
身

に
着
け
、
病
弱
な
母
の
介
護
に
も
活

か
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
24
年

４
月
１
日
よ
り
い
し
み
ね
救
護
園
へ

転
勤
。
い
し
み
ね
地
域
福
祉
祭
り
や

作
品
展
示
会
等
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

に
参
加
し
沢
山
学
ぶ
事
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
定
年
後
は
、
再
雇
用
に
て
引
き
続

き
頑
張
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
最

後
に
社
会
福
祉
事
業
団
の
さ
ら
な
る

発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
退

職
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

い
し
み
ね
救
護
園

救
護
施
設

准
看
護
士

山
城 

ヒ
ト
ミ

や
ま  

し
ろ

　
私
こ
と
、
こ
の
度
３
月
末
日
を
も

ち
ま
し
て
名
護
厚
生
園
に
て
、
定
年

退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

　
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す

が
、
在
職
10
年
中
は
皆
様
に
支
え
ら

れ
、
良
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
お
か

げ
さ
ま
で
大
過
な
く
今
日
ま
で
勤
め

上
げ
る
事
が
で
き
誠
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
ご
縁
あ
り
４
月
よ
り
再
雇
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
引
き

続
き
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
て
勤
務
し

ま
す
。

　
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

名
護
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

介
護
員

下
地 

和
江

し
も

　 じ

か
ず

　 え

　
12
年
前
、小
高
い
丘
の
赤
瓦
の
屋
根
の
厚

生
園
を
目
指
し
、胸
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
面
接

に
伺
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、大
好

き
な
お
年
寄
り
の
お
世
話
を
す
る
介
護
の

仕
事
に
興
味
を
持
ち
入
社
致
し
ま
し
た
。

　
仕
事
を
す
る
中
で
、見
る
物
、触
る
物
が

今
ま
で
の
仕
事
と
違
い
、毎
日
が
時
間
を
忘

れ
る
ほ
ど
無
我
夢
中
で
し
た
。

　
環
境
や
利
用
者
と
も
慣
れ
、そ
し
て
職
員

の
皆
様
の
御
指
導
・
御
協
力
を
頂
き
、笑
顔

で
楽
し
く
、職
員
と
し
て
有
意
義
に
勤
務
を

務
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、体
力
の
続
く

限
り
、笑
顔
を
忘
れ
ず
に
介
護
の
仕
事
を
続

け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
重
山
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

介
護
員

大
浜 

孝
子

お
お 

は
ま

た
か

　こ

　
私
が
事
業
団
に
採
用
さ
れ
た
の

は
平
成
27
年
４
月
で
し
た
。
初
め

て
障
が
い
施
設
で
の
仕
事
は
不
安

で
一
杯
で
し
た
が
、
利
用
者
の
対

応
・
障
が
い
の
知
識
を
深
め
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
職
場
の
同
僚
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
定
年
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
事
業
団
の
益
々
の
発
展
と
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

事
務
局
総
務
課
長

西
表 

敏
克

い
り 

お
も
て

と
し 

か
つ

　
県
庁
を
早
期
退
職
し
、事
業
団
で
あ
っ
と

い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。福
祉
分
野
及
び

管
理
職
は
初
め
て
の
経
験
で
、要
の
総
務
課

長
で
あ
り
な
が
ら
職
員
配
置
や
施
設
実
態

等
に
加
え
諸
規
程
に
つ
い
て
も
無
知
で
施

設
の
皆
様
に
は
適
切
な
対
応
が
出
来
ず
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
時
間
外
の
上
限
規
制
、年
休
の
年
５
日
取

得
が
義
務
づ
け
さ
れ
る
等
働
き
方
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。職
員
・
職
場
の「
安
全
と
健

康
」は
、最
も
重
要
で
あ
り
、ス
ト
レ
ス
の
少

な
い
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
、

施
設
及
び
労
働
組
合
と
連
携
・
協
力
し
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
で
す
。退
職
後
も
定
年
後

再
雇
用
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

退 職 者 あ い さ つ退 職 者 あ い さ つ
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島
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邦
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し
ま  

な
か

く
に  

や
す
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昭
和
57
年
12
月
に
事
業
団
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
た
沖
縄
療
育
園
を
皮

切
り
に
、
現
職
場
婦
人
寮
で
36
年
間

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
で
は
、
上
司
や
諸
先

輩
方
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
同

僚
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
多
く
の
利
用

者
と
関
わ
り
な
が
ら
、
無
事
定
年
退

職
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
事
業
団
の
更
な
る
ご
発
展

と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

婦
人
保
護
施
設

管
理
栄
養
士

大
城 

圭
子

お
お 

し
ろ

け
い

　こ

　
昭
和
57
年
に
沖
縄
県
社
会
福
祉
事

業
団
へ
採
用
さ
れ
、
具
志
川
厚
生
園

を
最
後
に
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
「
お
い

し
か
っ
た
」「
あ
り
が
と
う
」の
声
と
、

各
職
場
で
上
司
、
諸
先
輩
や
同
僚
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
、
定
年
退
職
を
迎

え
る
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
沖
縄
県
社
会
福
祉

事
業
団
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
皆
様

の
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

具
志
川
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

管
理
課
長

砂
川 

広
美

す
な 

か
わ

ひ
ろ

　み

　
事
業
団
在
職
36
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
思
え
ば
長
い
よ
う
な
年

月
で
す
が
、
昭
和
57
年
12
月
採
用
に

な
り
、
あ
け
ぼ
の
学
園
・
宮
古
厚
生

園
・
漲
水
学
園
と
各
施
設
で
有
意
義

な
利
用
者
と
の
交
流
や
職
務
を
務
め

さ
せ
て
頂
き
、
感
慨
深
い
思
い
で
一

杯
で
す
。
何
の
取
り
得
も
な
い
私
が

定
年
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の
も
、
上

司
や
同
僚
に
支
え
ら
れ
、
心
か
ら
感

謝
の
思
い
は
尽
き
ま
せ
ん
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
の
時
代
、

今
後
の
事
業
団
の
益
々
の
ご
健
闘
を

お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

管
理
課
長

名
嘉 

克
文

な

　
　か

か
つ  

ふ
み

　
昭
和
58
年
３
月
に
大
学
を
卒
業
し

て
帰
沖
し
、
し
ば
ら
く
は
ア
ル
バ
イ

ト
で
も
し
な
が
ら
仕
事
を
探
そ
う
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
事
業
団
職
員
採

用
の
新
聞
を
見
て
応
募
し
運
良
く
採

用
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
早
36
年
余
の
年
月
が
過

ぎ
、
こ
の
度
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
　
　

　
こ
れ
か
ら
も
事
業
団
が
沖
縄
の
福

祉
を
担
う
存
在
で
あ
る
よ
う
祈
念
し
、

御
礼
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
み
た
ん
救
護
園

救
護
施
設

生
活
相
談
員

奥
平 

久
乃

お
く
だ
い
ら

ひ
さ

　の

　
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
た
事
に
つ
い

て
、
共
に
勤
務
し
た
皆
様
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
61
年
９
月
に
漲
水
学
園
に
就

職
し
、
あ
け
ぼ
の
学
園
に
就
職
し
、

あ
け
ぼ
の
学
園
で
６
年
間
勤
務
し
た

以
外
は
、
児
童
に
関
わ
り
勤
務
し
て

き
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
再
雇
用
と

し
て
ま
た
同
じ
業
務
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
一
つ
の
節
目
を
越
え
て
、
新

た
な
境
地
を
感
じ
て
い
ま
す
。

漲
水
学
園

児
童
養
護
施
設

看
護
師

荷
川
取 

悦
子

に 

　 か

　 ど
り

え
つ

　こ

　
29
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
社
会
福
祉

事
業
団
を
定
年
退
職
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。沖
縄
療
育
園
を
ス
タ
ー
ト
に
、

北
嶺
学
園
・
宮
古
厚
生
園
、そ
し
て
あ
け

ぼ
の
学
園
で
の
卒
業
と
な
り
ま
す
。看

護
業
務
に
従
事
す
る
に
あ
た
り
、命
の

尊
さ
を
改
め
て
実
感
し
、利
用
者
の
笑

顔
に
癒
さ
れ
な
が
ら
寄
り
添
う
看
護
が

で
き
た
こ
と
は
、多
く
の
方
々
の
ご
指

導
、ご
支
援
の
お
か
げ
だ
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。施
設
に
求
め
ら
れ

る
社
会
の
目
も
厳
し
い
状
況
の
中
、事

業
団
が
末
永
く
存
続
し
発
展
す
る
事
と
、

利
用
者
・
職
員
の
皆
様
の
幸
せ
と
ご
健

康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

副
園
長

仲
里 

光
江

な
か 

ざ
と

み
つ   

え

　
昭
和
59
年
か
ら
介
護
の
仕
事
に
携

わ
り
、今
年
で
34
年
。平
成
５
年
に
事

業
団
に
採
用
さ
れ
八
重
山
厚
生
園
で

の
勤
務
は
26
年
、利
用
者
の
笑
顔
や
、

家
族
の
協
力
、上
司
や
同
僚
な
ど
に

支
え
ら
れ
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
事
、

介
護
職
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、介
護
主
任
、

居
宅
ケ
ア
マ
ネ
、支
援
課
長
、副
園
長

と
本
当
に
す
ば
ら
し
い
環
境
を
与
え

て
も
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　
再
雇
用
と
い
う
形
で
こ
れ
か
ら
も

自
分
の
活
か
せ
る
力
を
発
揮
し
、少

し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
残
さ
れ
た
時
間
を
大
切
に
、頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
重
山
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

管
理
栄
養
士

奥
濱 

智
子

お
く  

は
ま

と
も   

こ

　
宮
古
厚
生
園
に
採
用
と
な
り
、

老
人
施
設
で
は
ソ
フ
ト
食
作
り
や

口
腔
機
能
の
勉
強
が
で
き
た
事
は

と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
最
後
の

２
年
間
障
害
者
施
設
で
は
、
行
事

食
の
大
切
さ
も
職
員
の
皆
様
に
教

え
て
頂
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
か
ら
給
食
の
在
り
方

も
献
立
ご
と
会
社
委
託
に
な
り
、

大
き
な
節
目
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
給
食
部
門
も
更
に
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
お
世

話
に
な
っ
た
皆
様
13
年
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

介
護
員

奥
松 

輝
子

お
く  

ま
つ

て
る

　 こ

　平
成
16
年
１
月
１
日
よ
り
沖
縄
療

育
園
に
て
働
き
始
め
介
護
技
術
を
身

に
着
け
、
病
弱
な
母
の
介
護
に
も
活

か
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
24
年

４
月
１
日
よ
り
い
し
み
ね
救
護
園
へ

転
勤
。
い
し
み
ね
地
域
福
祉
祭
り
や

作
品
展
示
会
等
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

に
参
加
し
沢
山
学
ぶ
事
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
定
年
後
は
、
再
雇
用
に
て
引
き
続

き
頑
張
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
最

後
に
社
会
福
祉
事
業
団
の
さ
ら
な
る

発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
退

職
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

い
し
み
ね
救
護
園

救
護
施
設

准
看
護
士

山
城 

ヒ
ト
ミ

や
ま  

し
ろ

　
私
こ
と
、
こ
の
度
３
月
末
日
を
も

ち
ま
し
て
名
護
厚
生
園
に
て
、
定
年

退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

　
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す

が
、
在
職
10
年
中
は
皆
様
に
支
え
ら

れ
、
良
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
お
か

げ
さ
ま
で
大
過
な
く
今
日
ま
で
勤
め

上
げ
る
事
が
で
き
誠
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
ご
縁
あ
り
４
月
よ
り
再
雇
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
引
き

続
き
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
て
勤
務
し

ま
す
。

　
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

名
護
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

介
護
員

下
地 

和
江

し
も

　 じ

か
ず

　 え

　
12
年
前
、小
高
い
丘
の
赤
瓦
の
屋
根
の
厚

生
園
を
目
指
し
、胸
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
面
接

に
伺
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
、大
好

き
な
お
年
寄
り
の
お
世
話
を
す
る
介
護
の

仕
事
に
興
味
を
持
ち
入
社
致
し
ま
し
た
。

　
仕
事
を
す
る
中
で
、見
る
物
、触
る
物
が

今
ま
で
の
仕
事
と
違
い
、毎
日
が
時
間
を
忘

れ
る
ほ
ど
無
我
夢
中
で
し
た
。

　
環
境
や
利
用
者
と
も
慣
れ
、そ
し
て
職
員

の
皆
様
の
御
指
導
・
御
協
力
を
頂
き
、笑
顔

で
楽
し
く
、職
員
と
し
て
有
意
義
に
勤
務
を

務
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、体
力
の
続
く

限
り
、笑
顔
を
忘
れ
ず
に
介
護
の
仕
事
を
続

け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
重
山
厚
生
園

特
別
養
護
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム

介
護
員

大
浜 

孝
子

お
お 

は
ま

た
か

　こ

　
私
が
事
業
団
に
採
用
さ
れ
た
の

は
平
成
27
年
４
月
で
し
た
。
初
め

て
障
が
い
施
設
で
の
仕
事
は
不
安

で
一
杯
で
し
た
が
、
利
用
者
の
対

応
・
障
が
い
の
知
識
を
深
め
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
職
場
の
同
僚
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
定
年
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
事
業
団
の
益
々
の
発
展
と
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

あ
け
ぼ
の
学
園

障
害
者
支
援
施
設

事
務
局
総
務
課
長

西
表 

敏
克

い
り 

お
も
て

と
し 

か
つ

　
県
庁
を
早
期
退
職
し
、事
業
団
で
あ
っ
と

い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。福
祉
分
野
及
び

管
理
職
は
初
め
て
の
経
験
で
、要
の
総
務
課

長
で
あ
り
な
が
ら
職
員
配
置
や
施
設
実
態

等
に
加
え
諸
規
程
に
つ
い
て
も
無
知
で
施

設
の
皆
様
に
は
適
切
な
対
応
が
出
来
ず
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
時
間
外
の
上
限
規
制
、年
休
の
年
５
日
取

得
が
義
務
づ
け
さ
れ
る
等
働
き
方
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。職
員
・
職
場
の「
安
全
と
健

康
」は
、最
も
重
要
で
あ
り
、ス
ト
レ
ス
の
少

な
い
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
、

施
設
及
び
労
働
組
合
と
連
携
・
協
力
し
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
で
す
。退
職
後
も
定
年
後

再
雇
用
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

退 職 者 あ い さ つ退 職 者 あ い さ つ
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陽
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
当
事
業
団
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
日
頃
よ
り
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
が
、
４
月
30
日
で
「
平
成
」
も
終
わ
り
、

新
た
な
元
号
の
も
と
５
月
か
ら
新
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
10

月
か
ら
消
費
増
税
も
予
定
さ
れ
、そ
れ
に
伴
う
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
報
酬
改
定
、
ま
た
、
国
の
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基

づ
く
介
護
人
材
の
新
た
な
処
遇
改
善
の
導
入
、「
働
き
方
改
革
」
に
伴
う

労
働
基
準
法
の
改
正
等
、
そ
の
対
応
が
多
義
に
わ
た
る
大
変
革
の
新
年
度

と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
社
会
福
祉
事
業
を
担
う
根
幹
は
、常
に「
利
用
者
本
位
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
」
を
追
求
し
つ
つ
「
人
材
育
成
」
を
基
本
と
し
た
経
営

基
盤
の
強
化
に
努
め
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ
っ

て
持
続
可
能
な
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
一
躍
を
担
う
社
会
福
祉
の
主
た
る

担
い
手
と
し
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
の
様
々
な
福
祉
課

題
へ
の
積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
当
法
人
も
設
立
47
年
目
を
迎
え
、
沖
縄
県
各
圏
域
で

介
護
施
設
、
障
害
児
・
者
施
設
、
保
育
園
、
生
活
保
護
、
婦
人
保
護
施
設

の
13
施
設
で
50
の
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
改
め
て
経
営
理
念
に
基
づ
き
、
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
施
設
・
在
宅
利
用
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
安
全
、
安
心
、
快

適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
経
営
改
革
の
視
点
と
意
欲
を
持
ち
、
透

明
性
が
確
保
さ
れ
、
効
率
的
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
営
に
努
め
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
地
域
と
の
共
生
、
協
働
に
努
め
、

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、
変
化
を
お
そ
れ
ず
、
よ
り
一
層
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
な
る
よ
う
、「
沖
縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
」
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

①
事
務
局
は
、
施
設
か
ら
の
報
告
を
受
け
法
人

倫
理
委
員
会
を
開
催
し
、
施
設
毎
の
課
題
や

対
応
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
共
に
、
重
要

課
題
に
つ
い
て
は
法
人
全
体
の
課
題
と
し
て

捉
え
改
善
に
取
り
組
む
。

②
個
別
支
援
計
画
の
策
定
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
当
た
る
全
職
員
に
周
知
す
る
た
め
の
学

習
会
等
の
場
を
設
け
、
職
員
は
利
用
者
毎
の

支
援
計
画
を
十
分
理
解
し
業
務
に
就
く
。

③
よ
み
た
ん
救
護
園
及
び
い
し
み
ね
救
護
園
は
、

利
用
者
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
と
共
に
、
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
標
に
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
利
用
促
進
を

図
る
。

④
に
し
の
も
り
保
育
園
は
、
保
護
者
支
援
に
お

い
て
、
連
絡
帳
で
の
伝
達
及
び
送
迎
の
際
や

参
観
、
園
行
事
、
保
護
者
会
等
の
行
事
を
活

用
し
た
支
援
や
保
育
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
分
野
を
活
か
し
た
支
援
を
行
う
。

①
事
務
局
は
、『
お
金
の
学
校
』
を
開
講
し
、
貧

困
問
題
及
び
経
済
・
社
会
を
人
間
中
心
に
考

え
る
人
た
ち
の
力
に
な
る
た
め
に
、
講
師
を

全
国
か
ら
招
聘
、
次
世
代
社
会
の
良
き
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
最
高
品
質
の
学
習

機
会
を
実
現
す
る
。

②
各
施
設
は
、
地
域
住
民
を
対
象
と
す
る
講
演

会
、
研
修
会
の
実
施
等
を
通
じ
て
地
域
住
民

の
福
祉
理
解
を
促
進
し
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む
。

③
都
屋
の
里
は
、
利
用
者
の
使
用
し
て
い
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
と
施
設
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
リ
ス
ク
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
改
善

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
強
化
す
る
。

①
働
き
方
改
革
関
連
法
案
に
沿
っ
て
、
時
間
外

労
働
の
罰
則
付
上
限
規
制
の
導
入
や
割
増
賃

金
引
き
上
げ
、
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
付
与

義
務
な
ど
の
周
知
を
図
り
、
取
組
を
行
う
。

①
出
納
員
の
業
務
改
善
を
図
る
た
め
、
フ
ァ
ー

ム
・
バ
ン
キ
ン
グ
導
入
に
向
け
て
、課
題
抽
出
・

課
題
解
決
・
シ
ス
テ
ム
開
発
業
者
の
調
整
を

担
う
チ
ー
ム
を
立
ち
あ
げ
、
上
半
期
中
に
検

討
を
行
う
。

②
給
与
担
当
の
業
務
効
率
化
に
向
け
て
、
事
務

員
と
管
理
職
の
業
務
を
明
確
化
す
る
た
め
の

事
務
分
掌
の
整
理
を
行
い
、
一
般
職
員
へ
も

服
務
規
律
に
つ
い
て
の
研
修
等
を
行
う
と
同

時
に
、
管
理
職
対
象
の
研
修
を
行
う
。

③
あ
け
ぼ
の
学
園
知
的
障
害
児
者
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
障
害
児
の
定
員
を
減
と
し
、
障
害

者
の
定
員
増
を
図
る
交
渉
を
沖
縄
県
と
実
施

す
る
。

④
各
施
設
は
、
日
頃
か
ら
自
施
設
の
リ
ス
ク
管

理
に
あ
た
る
と
共
に
、
課
題
発
生
し
た
場
合

は
管
理
者
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
対
応
す
る

姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
解
決
に
あ
た
る
。

理
事
長

金
城  

敏
彦

き
ん
じ
ょ
う

と
し 

ひ
こ

新
年
度
挨
拶

平成31年度　資金収支予算書 （単位：千円）

勘　定　科　目

大　　区　　分

法　人　全　体

当年度
予算額
①

前年度
予算額
②

増　減
①－②

事
業
活
動
収
支

施
設
整
備
等
収
支
そ
の
他
の
活
動
収
支

収
入
支
出

収
入
支
出

収
入
支
出

事業活動収入

事業活動支出

施設整備等収入

施設整備等支出

その他の活動収入

その他の活動支出

事業活動資金収支差額

施設整備等資金収支差額

その他の活動資金収支差額

85,467

191,133

△ 105,666

620

66,092

△ 65,472

△ 130,260

△ 528,367

398,107

49,500

177,469

4,310,185

4,176,222

133,963

1,000

63,367

△ 62,367

583,628

857,842

△ 274,214

0

△ 202,618

4,395,652

4,367,355

28,297

1,620

129,459

△ 127,839

453,368

329,475

123,893

49,500

△ 25,149

△ 202,618

△ 25,149

841,055

638,437

638,437

613,288

予　備　費

当期資金収支差額

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

利
用
者
に
対
す
る
姿
勢

1
社
会
に
対
す
る
姿
勢

2

人
材
に
対
す
る
姿
勢

3
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
姿
勢

4

平
成
31
年
度
　沖
縄
県
社
会
福
祉
事
業
団
事
業
計
画


